
第２８回議会力向上会議記録（抄） 

（２９．７．２１）   

 

１．議会における業務継続計画（大枠）について（別紙資料１参照） 

前回の会議において、正副座長より各政令市議会、中核市議会における業務継続計画策定状況に

ついての説明があり、本市議会の業務継続計画に、どのような項目・内容を盛り込むのか、また、

計画の全体像について各会派等の意見を持ち寄った。 

 

（１）堺市議会業務継続計画に記載すべき項目・内容、全体像について 

【各会派等より出された主な意見】   

大 阪 維 新 の 会 

堺市議会議員団 

・正副議長等、役職に就く議員が欠けた際の運用規定が必要である。 

・緊急時の対応に限定した項目とすべきである。 

公 明 党 

堺 市 議 団 

・議会会期中の項目であれば、会議の定足数が足らず議会を開催できな

い場合の対応や庁舎が機能しない時に提案されている議案を議決す

るための議場をどう確保するかなど、会期中において議会の役割を果

たすために必要な項目を追記すべきではないか。 

・議会閉会中の項目であれば、議員の安否確認や災害対策会議の設置な

どがあるが、議会本来の果たさなければならない役割を継続できるの

かを考えて項目を定めるべきである。 

ソ レ イ ユ 堺 

・全ての項目について議論したうえで、記載すべき項目を検討すべきで

ある。 

・災害時、議員個人の行動に関する項目、議員が市との関係の中でとる

行動に関する項目、議場の確保などの物理的な対応に関する項目に分

けて整理すべきである。 

・有識者の意見を聴く機会を設け、そこから必要な項目を取捨選択して

はどうか。 

自 由 民 主 党 ・ 

市 民 ク ラ ブ 

・汎用性、普遍性を担保した内容にすべきである。 

・災害時の議会の会議体（例：災害対策会議など）を設置して、議会が

正常化されるまでは議会の全ての機能を一元化する態勢を定めるべ

きである。 

・職務代理者、防災訓練の項目を明記しておくべきである。 

・緊急時に議員が議会で活動する内容に限定すべきである。 

・有識者の意見を聴く機会を設けるべきである。 

日 本 共 産 党 

堺市議会議員団 

・目的はしっかり定めるべきである。 

・土地柄、津波を想定するなど、堺の特色ある計画とすべきである。 

黒 瀬 大 議 員 

・緊急時に通常の議会運営を行うことができる態勢を主とした規定とす

べきである。（黒瀬議員） 

・正副議長等、役職に就く議員が欠けた際の運用規定が必要であり、ま



た、緊急時の対応に限定した項目とすべきである。（小林議員） 

・議会全体がまとまる計画であればよい。（長谷川議員） 

【協議結果】 

  各会派等の意見を踏まえ、まずは業務継続計画における目的、方針をしっかりと議論し、その他

の重点項目の議論を深めることとした。 

  なお、座長より、業務継続計画の策定においては、議会が本来果たさなければならない役割を継

続するために必要な項目を中心に据えて検討するべきであり、一定議論が深まれば、有識者の意見

を聴く機会も検討したいとの考えも示された。 

 

（２）項目１「目的、方針」の内容について 

  【各会派等より出された主な意見】   

大 阪 維 新 の 会 

堺市議会議員団 

・緊急時に議会として果たすべき事項を規定し、平時と変わらない対応

となるような事項は特に記載しなくてよいのではないか。 

・シンプルな目的及び方針に関する規定とすべきである。 

・市当局の活動の妨げにならないような内容にするべきである。 

公 明 党 

堺 市 議 団 

緊急時において議会が本来果たすべき役割を主として規定すべきで

ある。 

ソ レ イ ユ 堺 

・議会事務局職員の役割も明記するべきである。 

・議員が災害時に対応できるスキルを身に付けることも必要であり、こ

のような理念も盛り込むべきではないか。 

・市当局の活動の妨げにならないようにするためにも、議会で情報を一

元化し、議会として市に情報を発信する規定が必要ではないか。 

自 由 民 主 党 ・ 

市 民 ク ラ ブ 

・地元での議員の活動については特に規定する必要はない。 

・緊急時においても議会の役割をいかに継続し、機能させるかというこ

とに限定すべきである。 

・市当局が策定している計画に手を加えるのは避けるべきではないか。 

日 本 共 産 党 

堺市議会議員団 

緊急時の開会中、閉会中における最低限のルール及び初動期における

議会事務局長の位置付けは明確にしておくべきである。 

黒 瀬 大 議 員 
 市当局や議会事務局に負担の強いる内容とするのは避けるべきでは

ないか。 

【協議結果】 

  座長より、目的・方針には業務継続計画を策定するに至った理念や議会として必要な権能を発揮

することについて規定することとし、議会の果たすべき役割を中心に業務継続計画を策定すること

とした。 

  また、議会事務局の役割については、職員参集計画等の市計画との整合性を図っていくべきであ

り、議員の職務代理に関する項目についても追加の検討を行うこととした。 

  なお、次回会議において、これらの議論を踏まえた正副座長案を提示し、協議することとなった。 

  



２．議会報告会のあり方について 

来年２月前半頃を軸に検討することとしている今年度の議会報告会の開催日と開催概要等につ

いて、各会派等の意見を持ち寄り、正副座長より提示された自治会等へ参加を依頼する案を、併せ

て協議した。 

【各会派等より出された主な意見】   

大 阪 維 新 の 会 

堺市議会議員団 

・例えば若者なら大学、地域なら自治会と言ったように、議会報告をど

こに届けたいかにより手法も自ずと決まるのではないか。 

（自治会等に協力依頼する場合） 

・意見交換テーマについて、年代等参加者別に関心のあるテーマに絞る

べき。 

 

公 明 党 

堺 市 議 団 

（自治会等に協力依頼する場合） 

・青少年健全育成や子育てについて意見交換しやすい若手の方、４０～

５０歳代の方を選出していただいてはどうか。 

・意見交換テーマについては、常任委員会をベースに一巡する方式でよ

いのではないか。 

・協力依頼することでよい。参加いただく人数について調整する必要が

ある。ブロック毎でもよいのではないか。 

 

ソ レ イ ユ 堺 

・場所と参加対象者は毎回変更した方がよいのではないか。 

・来年度の議会報告会の概要（参加対象者、場所、時間等々）の議論を

今年度から開始してはどうか。 

・議員だけで開催することもできるのではないか。 

（自治会等に協力依頼する場合） 

・９０人程度なら、６常任委員会単位で１２テーブルがよい。 

・意見交換時間は１時間にするなど増やしてはどうか。 

自 由 民 主 党 ・ 

市 民 ク ラ ブ 

・現行の方式では、議会や市政に関心のある特定の方の参加で固定化し

ている。関心の少ない方の参加や人、場所、時間を検討してはどうか。 

・正副座長の提示の案でよい。 

・参加を呼びかける相手方に関心のある意見交換テーマを設定するよう 

工夫すべきである。 

日 本 共 産 党 

堺市議会議員団 

・どういう方法があるのか検討を要するが、議会報告会でなくとも、イ

ンターネット中継等で議会を知っているとの声もある。 

・議会報告会となると現行方式にならざるを得ない。 

黒 瀬 大 議 員 

・議会報告会の目的は深くではなく、広くである。普段、議会と接する

ことの少ない方々に広く呼びかけるための企画を考えてはどうか。例

えば学生を対象とするなら学校に出向き、社会人を対象とするなら夜

間に開催する等。 



【協議結果】 

   平成３０年２月１２日（月・祝）の午後、本会議場及び委員会室において「第７回堺市議会 議 

会報告会」を開催することが了承された。 

その運営方法については、「第２部 議員との懇談」は昨年度に引き続き、６常任委員会毎に 

意見交換テーマを設定したワールドカフェ方式とした。 

参加いただく方については議長及び議会力向上会議座長から堺市自治連合協議会会長にご協

力を仰ぐこととした。 

意見交換テーマについては、後々の常任委員会活動に活かすことを目的に、地域に密着したテ 

ーマを選定することを確認し、次回の会議において、正副座長より「第７回堺市議会 議会報告 

会実施概要（案）」を提示することとした。 

 

３．その他 

 座長より、本会議における質疑について、８月定例会においても代表質問を試行することが合

意されていることから、８月定例会申し合わせ案（発言回数について追記）が配付され、各会派

においては、積極的に代表質問を行い、大綱質疑の充実を図られたい旨の発言があった。 

 黒田議員より、議員の処遇について、審議スケジュールも含め具体化されたいとの意見があっ

た。本件については、正副座長より、次回の議会力向上会議において、前回配付した審議スケジ

ュールに、議員を対象とする研修会の公開、各区議員定数配分の見直し、議員の処遇についてを

新たに加え、提示することとした。 

 

４．第２９回議会力向上会議の開催日時について 

  本件については、平成２９年９月２７日（水）午後１時から開催することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


